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こ
の
論
文
集
は
二
〇
〇
四
年
九
月
七
日
に
違
法
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
に
ま
き
こ
ま
れ
五
〇
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
方
経
民
君
の
逝

去
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
日
本
と
中
国
の
研
究
者
が
研
究
会
を
開
き
、

そ
の
折
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
中
心
に
、
篤
学
で
誠
実
な
、
そ
し
て
あ

の
早
逝
さ
え
な
け
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
日
本
と
中
国
、
い
や
世
界
で
活
躍

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
方
君
を
悼
む
も
の
で
あ
る
。
方
君
の
遺
稿
と
な
っ

た
「
上
海
方
言
空
間
区
域
範
疇
及
其
表
達
方
式
的
語
法
化
」
を
巻
頭
に
、

論
文
二
五
編
、
詩
文
八
編
、
そ
れ
に
理
系
少
年
で
あ
っ
た
方
君
が
「
文

革
」
の
波
に
の
み
こ
ま
れ
最
後
に
華
東
師
範
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
の

自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
「
我
考
大
学
」、
巻
末
に
は
方
君
の
研
究
著
述
一
覧
、

方
君
の
夫
人
鄭
麗
芸
女
士
の
「
群
賢
念
故
友
，
宏
文
譜
新
曲
―
―
緬
懷

方
経
民
」
を
含
む
A

　

4
版
二
九
二
頁
に
も
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。

故
方
経
民
教
授
の
こ
と
を
「
方
君
」
と
呼
ぶ
の
は
、
た
だ
歳
が
上
な

「
方
経
民
教
授
逝
去
十
周
年
記
念
論
集
」

に
思
う

中
川　

正
之
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だ
け
の
私
の
よ
う
な
も
の
に
ま
で
に
終
始
礼
儀
正
し
く
、
ど
ん
な
些
細

な
質
問
に
も
丁
寧
に
応
え
て
く
れ
た
故
人
と
の
関
係
を
誇
ら
し
く
思
う

か
ら
で
あ
る
。
私
は
七
〇
歳
を
超
え
た
現
在
で
も
、
死
後
の
世
界
や
霊

魂
の
存
在
を
信
じ
る
気
に
は
な
れ
な
い
が
、
こ
の
論
文
集
を
通
読
す
る

と
、
方
経
民
教
授
の
魂
が
、
こ
の
世
に
、
我
々
の
心
の
中
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
い
や
こ
れ
だ
け
の
論
文
集
を
結
実

さ
せ
た
凝
集
力
の
よ
う
な
も
の
を
、
人
は
魂
と
呼
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
と
い
う
気
さ
え
す
る
。
中
国
語
学
を
専
門
と
す
る
、
あ
る
い
は
専

門
と
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
は
、
こ
の
魂
の
書
を
購
入
し
、
目
を
通
す

べ
き
で
あ
る
。　

二
五
篇
の
論
文
を
紹
介
す
る
の
が
本
文
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
ろ

う
が
、
私
は
ま
ず
こ
の
よ
う
な
論
文
集
を
出
版
し
た
好
文
出
版
、
論
文

集
の
書
評
を
書
く
よ
う
勧
め
て
く
れ
た
東
方
書
店
に
感
謝
し
た
い
。
私

漢
語
語
言
学
日
中
学
者
論
文
集
編
輯
組
著

漢
語
語
言
学
日
中
学
者
論
文
集

紀
念
方
経
民
教
授
逝
世
十
周
年
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は
、
日
本
の
中
国
（
語
）
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
け
っ
し
て
大
規
模
と

は
言
え
な
い
出
版
社
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
私
自
身
も
白
帝
社
や
内
山
書
店
な
ど
も
含
め
て
、
こ
の
よ
う
な
出

版
社
に
育
て
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
す
べ
て
の
出
版
社

を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
余
計
な
お
節
介
だ
と
言
わ
れ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
中
国
語
学
習
者
の
激
減
と
日
本
人
が
本
を
読
ま
な
く

な
っ
た
、
専
門
家
や
専
門
家
に
な
ろ
う
と
す
る
人
さ
え
書
籍
を
購
入
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
書
店
の
経
営
は
決

し
て
楽
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
版
社
が
少
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
研
究
成
果
の
発
表
の
場
が
少
な
く
な
る

こ
と
に
直
結
し
て
い
る
。
あ
え
て
購
入
を
呼
び
か
け
る
所
以
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
論
文
集
で
あ
る
が
、
す
べ
て
を
紹
介
す
る
余
裕
も
力
も

な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
論
文
集
編
集
出
版
の
中
心
的
役
割
を
果
た
さ
れ

た
古
川
裕
氏
の
「
漢
語
和
日
語
対
〈
流
動
（
物
）〉
的
認
知
特
点
及
其

表
達
特
点
」
に
触
れ
、
残
り
は
方
君
の
思
い
出
と
空
間
認
知
に
関
す
る

研
究
に
つ
い
て
私
見
を
交
え
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

古
川
論
文
は
、
同
じ
現
実
を
「
ど
う
捉
え
る
か
（construal

）」
と
い

う
認
知
言
語
学
的
立
場
か
ら
次
の
よ
う
な
日
中
両
国
語
の
差
を
問
題
に

す
る
。︵

J-

1
︶ 

川
上
か
ら
大
き
な
桃
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

︵
C-

1
︶*

河
上
流
过
来
了
很
大
的
桃
子
。
⇓
从
河
的
上
游
漂
来

了
很
大
的
桃
子
。

当
論
文
の
「
概
要
」
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
。

一
、
中
国
語
は
液
体
の
み
が
流
動
物
と
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
日

本
語
は
、
液
体
以
外
に
も
気
体
や
音
声
や
抽
象
名
詞
も
「
流
れ
る

モ
ノ
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

二
、「
桃
・
橋
・
ト
イ
レ
」
な
ど
も
「
流
れ
る
／
流
す
」
と
言
え
る

三
、
日
本
語
は
メ
タ
フ
ァ
ー
と
メ
ト
ニ
ミ
ー
に
よ
り
意
味
拡
張
を
行
う

が
、
中
国
語
で
は
メ
ト
ニ
ミ
ー
に
よ
る
意
味
拡
張
が
少
な
い
。

三
は
古
川
論
文
の
結
論
と
も
言
え
る
部
分
で
あ
る
が
、「
流
動
物
」

に
関
し
て
の
み
そ
う
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
一
般
的
傾

向
な
の
か
、
様
々
な
事
例
に
あ
た
っ
て
考
察
を
広
げ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
、日
本
語
の「
落
ち
る
／
落
と
す
」と
中
国
語
の《
落
》

で
は
ど
う
な
の
か
？　

ご
く
最
近
も
中
国
人
留
学
生
か
ら
「
な
ぜ
日
本

人
は
財
布
を
落
と
す
と
い
う
の
か
？　

中
国
語
な
ら
《
丢
》
で
す
」
と

言
わ
れ
た
。
何
を
「
落
下
物
」
と
捉
え
る
の
か
彼
我
の
言
語
差
を
記
述

し
、
認
知
言
語
学
的
あ
る
い
は
類
型
論
的
に
一
般
化
で
き
れ
ば
大
き
な

研
究
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
八
年
～
一
九
八
九
年
の
間
に
私
は
北
京
に
い
た
。
は
る
か
昔

の
こ
と
な
の
で
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
た
ま
た
ま
手

に
し
た
若
手
研
究
者
が
書
い
た
論
文
集
に
あ
っ
た
邵
敬
敏
氏
の
結
果
補

語
に
関
す
る
論
文
に
興
味
を
持
っ
て
、会
っ
て
話
が
し
た
い
と
思
っ
た
。
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そ
こ
で
、
古
川
裕
氏
（
当
時
北
京
大
学
に
留
学
中
）
に
、
私
の
滞
在
し
て

い
る
ホ
テ
ル
ま
で
邵
敬
敏
氏
を
連
れ
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
。
大

学
院
を
出
た
ば
か
り
の
若
手
の
研
究
者
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
か
ら
で

あ
る
。
実
際
に
は
、
私
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
っ
た
。
氏
は
そ
の
後
何
度

か
私
の
滞
在
先
ま
で
訪
ね
て
来
て
く
れ
、
話
し
合
っ
た
。
話
の
中
で
よ

く
出
て
き
た
の
が
方
経
民
氏
と
袁
毓
林
氏
で
あ
っ
た
。
袁
氏
は
当
時
北

京
大
学
博
士
課
程
に
在
学
中
で
あ
っ
た
。
朱
徳
熙
先
生
の
大
学
院
の
授

業
で
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
、
一
番
鋭
い
質
問
を
し
て
き

た
の
が
袁
氏
で
あ
っ
た
。
邵
敬
敏
氏
の
話
ぶ
り
で
は
方
君
も
な
か
な
か

優
れ
た
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
に
行
こ

う
と
し
て
い
る
か
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
国
で
も

第
一
線
に
立
て
る
中
国
語
研
究
者
や
日
本
語
研
究
者
、
言
語
学
者
の
中

で
日
本
に
本
拠
を
移
す
人
が
出
始
め
た
こ
ろ
で
あ
る
。
方
君
に
も
、
私

の
こ
と
は
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、日
本
に
帰
国
し
て
間
も
な
く
、

多
分
夜
お
そ
く
だ
っ
た
と
思
う
、
方
君
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
寝
ぼ
け

て
い
た
せ
い
も
あ
り
、
方
君
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
な
か
な
か
理
解
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。

方
君
の
関
心
事
は
き
わ
め
て
広
範
囲
で
あ
る
。
本
論
文
集
所
収
の
馮

勝
利
「
方
経
民
二
〇
〇
三
年
“
漢
語
書
面
語
研
究
計
画
的
”
的
現
状
与

未
来
」
に
よ
る
と
馮
氏
と
書
面
語
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
も
含
め
て
か

な
り
具
体
的
な
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

は
方
位
に
関
す
る
遺
稿
「
上
海
方
言
空
間
区
域
範
疇
及
其
表
達
方
式
的

語
法
化
」
と
、
方
君
の
方
位
研
究
に
つ
い
て
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。

巻
末
の
業
績
一
覧
に
よ
る
と
一
九
八
七
年
に
か
ら
逝
去
ま
で
一
〇
本
を

超
え
る
方
位
に
関
す
る
論
考
を
公
表
し
て
お
り
、
氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

遺
稿
は
、
他
の
所
収
論
文
と
は
フ
ォ
ン
ト
も
異
な
り
、
恐
ら
く
学
会

発
表
用
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
方
君
の
急
逝
が
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
。
時

間
制
限
の
あ
る
学
会
発
表
用
の
も
の
で
あ
る
た
め
か
な
り
圧
縮
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
考
察
範
囲
が
上
海
方
言
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
方
言
や
上

海
方
言
の
古
い
形
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
方
氏
の
中
で
は
さ
ら
に
書
き

た
い
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
圧
縮
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
難
解
な
部
分

も
少
な
く
な
い
。
以
下
、
私
の
特
に
興
味
を
引
い
た
部
分
の
み
を
か
い

つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
ト
コ
ロ
表
現
が
連
用
修
飾
語
に
な
る
時
《
学
生
们
刚
才
在
［
学
校

／
学
校
里
］
上
课
》
の
よ
う
に
《
里
》
が
任
意
で
あ
る
が
、
文
頭

に
立
つ
と
き
は
《［*

学
校
／
学
校
里
］，
学
生
们
刚
才
上
课
》
の

よ
う
に
《
里
》
は
必
須
成
分
に
な
る
。
し
か
し
、
上
海
方
言
で
は

こ
の
場
合
も
任
意
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
す
で
に
あ
る
が
、
方
氏

は
ト
コ
ロ
名
詞
が
三
音
節
で
は
普
通
話
と
同
様
《
里
》
が
必
須
成

分
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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二
、
モ
ノ
名
詞
を
ト
コ
ロ
名
詞
と
し
て
使
う
た
め
に
は
《
上
・
里
》
な

ど
の
方
位
詞
や
《
这
儿
・
那
儿
》
な
ど
の
指
示
詞
の
付
加
が
必
須

に
な
る
。
指
示
詞
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
遠
近
の
使
い
分
け
が
あ

り
、近
づ
く
こ
と
を
表
す
《
来
》
と
遠
ざ
か
る
こ
と
を
表
す
《
去
》

と
は
共
起
制
限
が
あ
る
。《
到
我
这
儿
来
》
は
問
題
な
い
が
、《*

到
我
这
儿
去
》
は
成
立
し
な
い
。
同
様
に
《
到
他
那
儿
去
》
は
自

然
で
あ
る
が
、《
？
到
他
那
儿
来
》
は
や
や
不
自
然
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
に
相
当
す
る
上
海
方
言
で
は
、
こ
れ
ら
い

ず
れ
も
が
自
然
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
方
氏
は
、

上
海
語
の
《
这
儿
・
那
儿
》
に
相
当
す
る
語
は
文
法
化
が
進
み
、

指
示
作
用
が
弱
く
な
っ
て
い
る
せ
い
だ
と
す
る
。

私
が
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
購
読
の
時
間
に
出
て
き
た
《
他
等

在
那
儿
》
を
「
彼
は
あ
そ
こ
で
待
っ
て
い
る
」
と
訳
し
た
と
こ
ろ
、
恩

師
の
伊
地
智
善
継
先
生
が
、
作
者
は
上
海
人
で
あ
る
の
で
《
那
儿
》
に

は
「
そ
こ
、
あ
そ
こ
」
の
よ
う
な
意
味
は
な
く
、「
彼
は
待
っ
て
い
る
」

と
訳
す
べ
き
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
た
。

三
、
方
位
詞
《
上
・
下
，
里
・
外
》
の
非
対
称
性
、
つ
ま
り
《
上
・
里
》

の
ほ
う
が
《
下
・
外
》
よ
り
も
出
現
頻
度
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
呂
叔
湘
の
指
摘
を
受
け
て
、
方
氏
は
そ
れ
を
虚
化
の
程
度
差
と

し
、
と
く
に
《
里
・
外
》
で
は
そ
の
差
が
顕
著
で
《
感
情
里
》
の

よ
う
な
抽
象
名
詞
に
《
外
》
が
付
加
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
な
が

ら
も
、《
除
…
…
外
》
は
例
外
と
し
、《
除
这
种
思
想
外
，
除
这
个

故
事
外
》
を
挙
げ
る
。
マ
ク
ロ
な
視
点
を
も
ち
つ
つ
ミ
ク
ロ
な
現

象
も
見
逃
さ
な
い
い
か
に
も
方
君
ら
し
い
指
摘
だ
と
思
う
。

残
さ
れ
た
紙
幅
の
中
で
、
本
論
文
集
を
離
れ
て
、
方
君
の
方
位
研
究

の
出
発
点
の
一
つ
に
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
、
日
中
両
国
語
に
お
け
る

「
左
右
」
の
認
知
差
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
私
は
方
君
と
い
え

ば
、「
上
・
下
、
外
・
中
、
右
・
左
」
と
口
角
泡
を
と
ば
し
て
い
た
姿

を
思
い
だ
す
。
そ
の
中
で
、
あ
る
対
象
物
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
参
照
物
）

の
右
と
言
う
場
合
、
日
本
人
が
対
面
式
に
言
う
の
に
対
し
て
、
中
国
人

は
対
象
物
そ
の
も
の
の
右
側
（
以
下
、
側
物
式
と
い
う
）
と
す
る
傾
向
が

あ
る
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。
方
経
民
「
論
方
位
参

照
的
構
成
要
素
」（『
中
国
語
学
』
一
九
九
三
年
二
四
〇
号
）
で
は
、
中
国

人
一
四
六
名
中
一
二
九
名
が
側
物
式
で
あ
っ
た
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
報
告
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
事
態
を
郭
鋭
氏
は
「
方
位
詞
“
前
、

後
、
左
、
右
”
的
参
照
策
略
」（『
中
国
語
言
学
論
叢
』
二
〇
〇
四
年
第
1

輯
）
で
は
九
五
名
中
三
八
名
が
側
物
式
、
五
七
名
が
日
本
語
と
同
様
の

対
面
式
と
報
告
し
て
い
る
。
両
者
の
ズ
レ
に
つ
い
て
木
村
英
樹
氏
は
、

「
中
国
語
文
法
研
究
に
み
る
認
知
言
語
学
の
成
果
と
課
題
」（『
中
国
語
学
』

二
〇
一
一
年
二
五
八
号
）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
方
氏
、
郭
氏
）
両
者
の
調
査
実
験
は
、
一
見
同
様
の
状
況
を
対
象

に
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
郭
氏
の
実
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験
は
、
参
照
物
と
目
標
物
を
目
の
前
に
し
て
リ
ア
ル
な
現
場
に
立

脚
す
る
話
し
手
の
知
覚
的
な
空
間
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ

り
、
方
氏
の
調
査
は
、
リ
ア
ル
な
現
場
に
立
脚
し
な
い
話
し
手

が
、
自
ら
の
知
識
を
頼
り
に
心
の
中
に
描
く
（
中
略
）
光
景
を
対

象
に
し
て
行
う
概
念
的
な
空
間
認
識
の
あ
り
方
を
問
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
違
い
は
話
し
手
の
立
脚
点
の
設
定
の
仕
方
に
大
き
く
関

わ
る
。

こ
の
木
村
氏
の
指
摘
は
要
点
を
突
い
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
も
こ

こ
一
〇
年
の
認
知
言
語
学
の
進
歩
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
発
話
者

が
体
感
し
て
い
る
度
合
い
に
よ
っ
て
、
表
現
や
文
の
容
認
性
に
差
が
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
様
々
な
点
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
方
氏

が
こ
の
議
論
に
参
加
し
て
い
れ
ば
と
思
う
と
、
氏
の
不
在
感
が
切
実
な

も
の
と
な
っ
て
胸
に
迫
っ
て
来
る
。

（
な
か
が
わ
・
ま
さ
ゆ
き　

神
戸
大
学
名
誉
教
授
、立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
非
発
掘
簡
の
資
料
価
値
の
確
立
」

▼
日
時
：
3
月
11
日（
金
）
13
時
00
分
～
17
時
30
分
（
開
場
12
時
30
分
）

▼
会
場
：
日
本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
新
泉
山
館
2
階　

国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
（
東
京
都
文
京
区
目
白
台
2-

8-

1　

日

本
女
子
大
学
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス　

03-3943-3131

）
▼
基
調
報
告
：

谷
中
信
一
（
日
本
女
子
大
学
）
▼
学
術
報
告
：
劉
国
忠
（
清
華
大
学
）

／
学
術
報
告
非
発
掘
的
簡
帛
及
其
学
術
価
値
、
名
和
敏
光
（
山
梨
県

立
大
学
）
／
北
京
大
学
漢
簡
〈
揕
輿
〉
と
馬
王
堆
帛
書
《
陰
陽
五
行
》

甲
篇
〈
揕
輿
〉
の
対
比
研
究
、趙
平
安
（
清
華
大
学
）
／
清
華
簡
《
子

儀
》
的
性
質
・
国
別
和
時
代
特
徴
、
谷
中
信
一
／
清
華
簡
（
伍
）『
命

訓
』
の
思
想
と
成
立
▼
総
合
討
論
：
司
会　

池
澤
優
（
東
京
大
学
大

学
院
教
授
）
▼
主
催
：
科
研
「M

ulti D
isciplinary A

pproach

に

よ
る
新
出
土
資
料
の
総
合
的
研
究
」
▼
共
催
：
日
本
女
子
大
学
文
学

部
・
同
大
学
院
文
学
研
究
科
・
東
文
研
班
研
究
「
中
国
古
代
文
献

の
成
立
に
関
す
る
多
角
的
研
究
」
▼
連
絡
先
：
日
本
女
子
大
学
文

学
部
谷
中
研
究
室
内
「
出
土
文
献
と
漢
字
文
化
研
究
会
」
事
務
局

03-5981-3533　

E-m
ail

：yanaka2014kaken@
yahoo.co.jp

▼
要

旨
：
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
非
発
掘
簡
」
を
研
究
す
る
上
で
の
問

題
点
を
整
理
し
、
そ
れ
が
有
す
る
資
料
価
値
を
考
古
学
・
歴
史
学
・

言
語
学
・
哲
学
・
宗
教
学
等
の
多
角
的
視
座
か
ら
考
察
検
討
し
、
中
国
・

戦
国
秦
漢
時
代
の
社
会
の
様
相
を
総
合
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。
☆
入
場
無
料
☆
事
前
申
し
込
み
不
要
☆
通
訳
付
き
☆
終
了

後
、
懇
親
会
予
定


